
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

! " #$%&'( #%) * #

!" #
!"#$%&' (

!"#$%& !

"#$%& ! '&( ! )*+ !

! ! ,- ! ./ ! 012345678 !

! #教科書 P50〜53 

! #便覧 P219、220 

" #解説動画!

" ! #$%&'!

( ' )*+,-./)01234*+56,)7898:-;<=>

6?/@ !

ABCDCE FG *+HG*+IHG8:HG23?78H !

G*+JH G*+KH GLMI?NOH !

" ! #$%&P! GNOHG*+QRSTUVHGW*+XYH !

! ! ,9 ! "# ! 0 12345678 !

! #教科書 P56〜58 

! #便覧 P221 

" #解説動画 

" ! #$%&Z!

( P) *+J,XY[\]56,)^?_`/a*+J,XYb;

cd=+4ef 6?/ @!

ABCDCE FGghHG*+H !

" ! #$%&i!

( Z)*+J[gh56b-) jb ;cdkl4m6no</ p0 1

;cdqrst *+J - ) Jb u;6?/ @!

! ABCDCE FGghHG*+H G vY HG wxyCz H !

! ! ,: ! ./;<=>? ! 0>? @A BCD 4567 8 !
" #実験動画 

! #教科書 P51、P57 
" ! #$%&{ ! |}~• [ €• ) |}_` ) ‚ƒ [ „…• s†< ‡ !

" ! #$%&!̂ |‰b |} [ Š• ) _` , ‚ƒ [ 0,‹†< ‡ !

! ! ,E! FBGH ! 0 I J = KL 4 FB367 8 ! Œ• Ž>•1• - )

‘’rct s†< p!" ! #$%&“! ( ' $ ( Z? ”•T–—[ ) 0,‹•s†< ‡ !

" ! #$%&!̃
™š›œ•• !

ž xŸ •¡t !

! ¢£¤>¥ !" ! #$%&¦!

! ! MN OP !

" ! §¨— ©! ž ªb‘’b«6p !

ž xŸ •¡t !

! ¢£¤>¥ !

" ! §¨— ¬!

" ! T–C¡­® #$&') #$&P!

" ! ¯¨w—°•w°¡ ! ‹±¥²­³´‡ !

#

! ! ! ! ! " ! ! # ! $% ! ! ! ! ! ! ! ! ! ! ! ! ! ! !  

!"#$%& '
□うまっているか… 1 点 2 点 3点 4 点 

          (1 つ抜けてる毎に-1 点) 

□ … 1 点 2 点 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

!1 .酸化 

⑴ 物質が酸素と結びついて別の物質に変わる化学変化を(       )といい、 

これによってできた物質を(       )という。 

➡・銅の粉末を加熱すると、(     色)の物質ができる。 

  →銅が空気中の(     )と結びついて、別の物質になったため。 

 ・銅と酸素が結びついてできた黒色の物質…(       ) 

  →銅と異なり、電流が(      )金属光沢は(     ) 

<この化学変化のモデルと化学反応式> 

 

 

 

 

⑵・スチールウール(鉄)をよく燃やしたとき、燃やした後の物質の質量は、加熱前のスチールウールより

(      )していた。 

➡・スチールウールを燃やした後の物質の性質 

① 金属光沢はなく、(      色)をしている。 

② 弾力はなく、手でもむとボロボロともろくくずれる。 

③ 電流が(        )。 

④ 磁石には(            )。 

⑤ 塩酸を加えたとき、気体が発生(      )。 

→スチールウールを燃やしてできた物質は、鉄ではなく、スチールウール（鉄）が空気中の(      )

と結びついてできた(      )である。 

(        ) 

(        ) 

$%&'( #

!1  酸化 【穴埋めをしよう】 
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⑶ (      )：物質が激しく酸化すること。 

・物質がたくさんの光や(      )を出しながら激しく(      )することを、燃焼という。 

➡マグネシウムリボンの燃焼 

・空気中でマグネシウムリボンに火をつけると、燃焼が起こる。 

燃焼後の物質は、マグネシウムが空気中の(      )と結びついて 

できた(             )で、質量は結びついた酸素の分だけ(     )している。 

・酸化マグネシウムは(     色)で金属光沢はなく、電流は(        )。 

・塩酸を加えても反応せず、気体は発生(      )。 

<この化学変化のモデルと化学反応式> 

 

 

 

 

⑷ 有機物の燃焼（酸化）→(      )と(           )が発生。 

・木炭をガスバーナーで加熱すると赤く光りながら燃え、最後に少し灰が残るだけで、全体の質量は

(      )する。 

→木炭の主成分である(     )が空気中の(      )と結びついて(         )となり、

空気中へ逃げていくため。 

<この化学変化のモデルと化学反応式> 

 

 

 

 

・有機物には、炭素のほかに(     )がふくまれている。 

→有機物が燃焼すると、水素が酸化して(     )が発生。 

 

(            ) 

(        ) 

(        ) 

$%&')#

!1  酸化 【穴埋めをしよう】 
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!2 .還元 

⑴ 酸化物が酸素をうばわれる化学変化を(     )といい、同時に(     )も起こっている。 

➡酸化銅の還元の実験 

・酸化銅と炭素粉末の黒色の混合物を試験管に入れてガスバーナーで 

加熱し、発生した気体を石灰水に通した。 

→石灰水が(     色)に、にごった。 

・加熱後の物質は(     色)になり、薬さじでこすると(     ) 

が見られた。また、加熱後の物質は電流を(     )。 

→発生した気体は、石灰水との反応から(          )である。 

→試験管に残った物質は、観察の結果から(     )である。 

<この化学変化のモデルと化学反応式> 

 

 

 

 

・還元が起こっているときは、必ず酸化も起こっている。 

 

 

 

 

・このとき、酸化銅は(        )されて、炭素は、(        )される。 

 これは、銅よりも炭素のほうが、酸素と(          )性質があることで起こる反応である。 

!"#$ %& %" %' %!"# %& %"$2 
!"# $ $ $ $$%& $ $ $ $ $ # $ $ $ $ '!"%& $

(      ) 

(      ) 

酸化銅と炭の混合物 
ピンチコック 

ゴム管 

石灰水 

(          ) 

(        ) 

$%&'*#

!2  還元 【穴埋めをしよう】 
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⑵ 酸化銅は、水素やエタノールなどによっても(     )できる。 

・図 1 のように、銅線を加熱して表面を酸化銅にした後、熱いうちに銅線を試験管内の水素の中に入れる

と、酸化銅が水素によって還元されて銅にもどる。このとき、同時に水素が酸化されて(     )が

できる。 

・図 2 のように、銅線を加熱して表面を酸化銅にした後、熱いうちに銅線を試験管内のエタノールの液面に

近づけると、酸化銅がエタノールの蒸気によって還元されて銅にもどる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

<この化学変化のモデルと化学反応式> 

 

銅線 

加熱する 水素の中に入れる 

(       ) 

     になる。 

(     ) 

   にもどる。 

試験管の内側に、

(      ) 

ができる。 

図 1 

!

エタノールにつける 

エタノール 

銅線 

加熱する 

(        ) 

      になる。 

(     ) 

    にもどる。 

図 2 

!

(       ) 

(      ) 

(      ) 

(      ) 

$%&'+#

!2  還元 【穴埋めをしよう】 
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!" 【#$ 1】 

① スチールウールにチ%ッ& マンで火をつけ、' を( きかける。 

② マグネシウムリボンに、チ%ッ& マンで火をつけて、燃焼したらス) ン* ス+ に, く。 

 

 

 

 

 

 

!" 【結果】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

- 、図のように、水の入った.*/ に、酸素の入った0 気1 ンの中でスチールウールに火をつける。2 うする

と、水面はどうなるだろう3  

1、水面はどうなった3  

 

 

2、な4 2 うなるの3  

 

 

!3  酸化、還元の実験 【実験結果と、5 察をしよう】 

$%&', #

 実験-1 

スチールウール 
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!" 【#$ 1】 

① 酸化銅 2.06と炭素 0.26をすり7 と89 を: ってよく混4 、試験管に 

  入れる。 

② ; の図のように<=> てる。 

③ ガスバーナーで加熱し、石灰水の?@ を観察する。 

④ 反応がA わると石灰水からガB ス管をC いて加熱をやめ、ピンチコックで 

  ゴム管をD めて、試験管をE ます。 

⑤ 試験管内の物質をF り出して、ろG にのせ薬さじでH くこする。 

 

!" 【結果】 

 

 

 

 

 

 

 

 

!" 【5 察】 

 

 

 

 

 

 

 

!" 【5 察IJ 】 

- 1、#$ ④のK 線L 、ピンチコックでゴム管をMじたNO はP3  

 

 

 

 

- 2、Q 鉄について、 
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 実験-2 

酸化銅と炭の混合物 
ピンチコック 

ゴム管 

石灰水 

! -./ ! -.0 !
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RST の金属は酸化物としてUV すること

がW く、金属としてX Y するZ 合には

(      )する必[ がある。Q 鉄\ で

は、鉄] 石を、石炭を蒸し焼きにしてつくっ

た(      )とともに^]_ の中に入

れ、熱` を( きa んで鉄をつくり出す。 
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!5  まとb モ 【5 c の内d をまとめよう】 

$%&'5#



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

!
'()*%+ ,

! ! ! " ! ! ! # !

2 3 456.78 ! $% ! ! ! ! ! ! ! ! ! ! ! ! !  

$%&'6#7 7/89 7

!! ' ()*+,-./ '

!
! "#$ %&

水 

炭素 

酸化 

酸化鉄 

酸化銅 

!"()*+,- $

燃焼 

酸化物 

e きい 

fgh 

i6h  

!0 ' 1/2341567-89 '

! ! "#$ %&
水素 

酸化鉄 

酸化 

還元 

j " 

fh " 

fg  

�Ž�=
�Ž�=
ú

�é	®
�Ž�=�.

�G�V�M

�Ž�=�”
CuO

�Ž�= �Ú�¬�É�³�¢�Ü

MgO

�x
É

+

���i

���i
�Ž�=
Cl O 2


+
É

Hz

���i
�q
¼
�™

���i

�Ž�=

�Ž�=�.



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

! "#$ %&
9:; ! <=, ! > ! 56> !

! "#$ %&
?@A! ?@AB! CD !

! "#$ %&
E ! F56GH ! I ! J ! 56 !

$%&'7#

�Ž�=�.
�. 
��Ž �Î �.

	Í �U�” �G�V�M

�é	®

2Mg 2 Mgo

���i

�Ž�=


z �Ž�=

�” 
( �Ë�Ž�>
É


